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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、こ
こにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスされ
るユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の送
信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つまた
は複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連す
る１次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な前記各仮想セルＩＤを
仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化することと、
　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサブ
セットを送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの前記各仮
想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、または、
　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で行われる、
ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応する、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
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リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数までの、および仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数までの仮想セルＩＤの前記セ
ットを識別することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタの各
々が、対応するマクロセル領域に関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービング基地局によって、送信において使用するために利用可能な各仮想セルＩ
Ｄの前記セットの各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグルー
プ化することは、前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セ
ルＩＤに関連する１次セルＩＤに従って、および前記１次セルＩＤに関連する１つまたは
複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、送信において使用するため
に利用可能な前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグルー
プ化することを備える、請求項１乃至４のいずれか１に記載の方法。
【請求項６】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの数を半静
的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別することを含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤを前記グループ化することが、協調通信クラスタおよび
１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタごとのＣＳＩリソースの前記数に従って
、前記１つまたは複数のサブセットをグループ化することを含む、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースインデックス
に従って識別される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　実行されるときに、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法を行うコードを備える
、コンピュータプログラム。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、
ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスさ
れるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の
送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つま
たは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連
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する１次セルＩＤに従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブ
セットにグループ化することと、
　　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサ
ブセットを送信することとを行うように構成された、装置。
【請求項１０】
　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの前記各仮
想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、または、
　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で行われる、
ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応する、請求
項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１
つのプロセッサの構成をさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数と仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数
とにわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別するための構成を含む、請求項９に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタの各
々が、対応するマクロセル領域に関連する、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤに従って、および
前記１次セルＩＤに関連する１つまたは複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各
々に従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグルー
プ化するように構成される、請求項９または１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの数を半静
的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに
備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セット
を識別するための構成を含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤをグループ化するための前記少なくとも１つのプロセッ
サの前記構成が、協調通信クラスタおよび１つまたは複数のネイバリング協調通信クラス
タごとのＣＳＩリソースの前記数に従って、前記１つまたは複数のサブセットをグループ
化するための構成を含む、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースインデックス
に従って識別される、請求項１３に記載の装置。
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【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、２０１４年７月２９日に出願された「SIGNALING VIRTUAL CELL ID 
SETS」と題する米国仮特許出願第６２／０３０，４６１号、および２０１５年７月２４日
に出願された「SIGNALING VIRTUAL CELL ID SETS」と題する米国実用特許出願第１４／８
０８，８１５号の利益を主張するもので、その全てが参照により本明細書に明確に組み込
まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、仮想
セル識別子（ＩＤ）セットをシグナリングすることに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージ
ング、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている
。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有すること
によって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。そ
のようなネットワークは、通常、多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワーク
リソースを共有することによって複数のユーザのための通信をサポートする。そのような
ネットワークの一例はユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ：Univ
ersal Terrestrial Radio Access Network）である。ＵＴＲＡＮは、第３世代パートナー
シッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partnership Project）に
よってサポートされる第３世代（３Ｇ）モバイルフォン技術である、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication
s System）の一部として定義された無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）である。多元接
続ネットワークフォーマットの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信
をサポートできるいくつかの基地局またはノードＢを含み得る。ＵＥは、ダウンリンクお
よびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は
基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから
基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]　基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信し得、および
／またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウンリンク上
では、基地局からの送信は、ネイバー基地局(neighbor base stations)からの送信、また
は他のワイヤレス無線周波数（ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇することがある
。アップリンク上では、ＵＥからの送信は、ネイバー基地局と通信する他のＵＥのアップ
リンク送信からの干渉、または他のワイヤレスＲＦ送信機からの干渉に遭遇することがあ
る。この干渉は、ダウンリンクとアップリンクの両方で性能を劣化させることがある。
【０００６】
　[0006]　モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、干渉
および輻輳ネットワークの可能性は、より多くのＵＥが長距離ワイヤレス通信ネットワー
クにアクセスし、より多くの短距離ワイヤレスシステムがコミュニティにおいて展開され
るようになるとともに増大する。モバイルブロードバンドアクセスに対する増大する需要
を満たすためだけでなく、モバイル通信のユーザエクスペリエンスを進化および向上させ
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るためにもＵＭＴＳ技術を進化させる研究および開発が続けられている。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　本開示の態様は、基地局による仮想セル識別子（ＩＤ）セットの効率的なシグ
ナリングを対象とする。様々な態様の動作中、サービング基地局は、被サービスＵＥがネ
イバリング(neighboring)多地点協調（ＣｏＭＰ）クラスタのネイバリング送信ポイント
とともに配置されるＣｏＭＰクラスタから、送信ポイントの仮想セルＩＤのセットを識別
することになる。サービング基地局は、各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤに従って
、または各１次セルＩＤに関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースに従ってのいず
れかで、仮想セルＩＤを仮想セルＩＤのサブセットにグループ化し、次いで、ＵＥに仮想
セルＩＤのサブセットの各々を送信する。
【０００８】
　[0008]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、サービング基地局による
、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットの識別を含み、それにおいて、仮想セルＩＤのセッ
トが、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に配置された送信ポイント、また
はネイバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネイバリング送信ポイントに関連
する。本方法はさらに、サービング基地局が、各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤに
従って、送信において使用するために利用可能な各仮想セルＩＤを１つまたは複数のサブ
セットにグループ化することを提供する。仮想セルＩＤのこれらのサブセットは、次いで
、ＵＥに送信されることになる。
【０００９】
　[0009]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、サービング基地局による
、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットの識別を含み、それにおいて、仮想セルＩＤのセッ
トが、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に配置された送信ポイント、また
はネイバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネイバリング送信ポイントに関連
する。本方法はさらに、サービング基地局が、各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤ従
って、およびさらに１次セルＩＤに関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々
に従って、送信において使用するために利用可能な各仮想セルＩＤを１つまたは複数のサ
ブセットにグループ化することを提供する。仮想セルＩＤのこれらのサブセットは、次い
で、ＵＥに送信されることになる。
【００１０】
　[0010]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、サービ
ング基地局による、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットの識別のための手段を含み、それ
において、仮想セルＩＤのセットが、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に
配置された送信ポイント、またはネイバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネ
イバリング送信ポイントに関連する。本装置はさらに、サービング基地局が、各仮想セル
ＩＤに関連する１次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な各仮想セ
ルＩＤを１つまたは複数のサブセットにグループ化するための手段と、ＵＥへの仮想セル
ＩＤのこれらのサブセットの送信のための手段とを提供する。
【００１１】
　[0011]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、サービ
ング基地局による、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットの識別のための手段を含み、それ
において、仮想セルＩＤのセットが、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に
配置された送信ポイント、またはネイバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネ
イバリング送信ポイントに関連する。本装置はさらに、サービング基地局が、各仮想セル
ＩＤに関連する１次セルＩＤ従って、およびさらに１次セルＩＤに関連するチャネル状態
情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、送信において使用するために利用可能な各仮想
セルＩＤを１つまたは複数のサブセットにグループ化するための手段と、ＵＥへの仮想セ
ルＩＤのこれらのサブセットの送信のための手段とを提供する。
【００１２】
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　[0012]　本開示の追加の態様では、コンピュータプログラム製品は、プログラムコード
を記録したコンピュータ可読媒体を有する。このプログラムコードは、サービング基地局
による、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットの識別のためのコードを含み、それにおいて
、仮想セルＩＤのセットが、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に配置され
た送信ポイント、またはネイバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネイバリン
グ送信ポイントに関連する。プログラムコードはさらに、サービング基地局が、各仮想セ
ルＩＤに関連する１次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な各仮想
セルＩＤを１つまたは複数のサブセットにグループ化するためのコードと、ＵＥへの仮想
セルＩＤのこれらのサブセットの送信のためのコードとを提供する。
【００１３】
　[0013]　本開示の追加の態様では、コンピュータプログラム製品は、プログラムコード
を記録したコンピュータ可読媒体を有する。このプログラムコードは、サービング基地局
による、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットの識別のためのコードを含み、それにおいて
、仮想セルＩＤのセットが、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に配置され
た送信ポイント、またはネイバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネイバリン
グ送信ポイントに関連する。プログラムコードはさらに、サービング基地局が、各仮想セ
ルＩＤに関連する１次セルＩＤ従って、およびさらに１次セルＩＤに関連するチャネル状
態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、送信において使用するために利用可能な各仮
想セルＩＤを１つまたは複数のサブセットにグループ化するためのコードと、ＵＥへの仮
想セルＩＤのこれらのサブセットの送信のためのコードとを提供する。
【００１４】
　[0014]　本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、サービング基地局による、仮想セル識別
情報（ＩＤ）のセットの識別のために構成され、それにおいて、仮想セルＩＤのセットが
、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に配置された送信ポイント、またはネ
イバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネイバリング送信ポイントに関連する
。プロセッサはさらに、サービング基地局に、各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤに
従って、送信において使用するために利用可能な各仮想セルＩＤを１つまたは複数のサブ
セットにグループ化することを行わせるために、およびＵＥへの仮想セルＩＤのこれらの
サブセットの送信のために構成される。
【００１５】
　[0015]　本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、サービング基地局による、仮想セル識別
情報（ＩＤ）のセットの識別のために構成され、それにおいて、仮想セルＩＤのセットが
、被サービスＵＥが配置される協調通信クラスタ内に配置された送信ポイント、またはネ
イバリング協調通信クラスタ内に配置された追加のネイバリング送信ポイントに関連する
。プロセッサはさらに、サービング基地局に、各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤ従
って、およびさらに１次セルＩＤに関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々
に従って、送信において使用するために利用可能な各仮想セルＩＤを１つまたは複数のサ
ブセットにグループ化することを行わせるために、およびＵＥへの仮想セルＩＤのこれら
のサブセットの送信のために構成される。

【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】モバイル通信システムの一例を概念的に示すブロック図である。
【図２】モバイル通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的に示す
ブロック図である。
【図３】本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概念的に
示すブロック図である。
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【図４】本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示す機能ブロッ
ク図である。
【図５】本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局を示すブロック図である。
【図６】本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局を示すブロック図である。
【図７】本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局を示すブロック図である。
【図８】本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示す機能ブロッ
ク図である。
【図９】本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局を示すブロック図である。
【図１０】本開示の一態様に従って構成されたｅＮＢを示すブロック図である。
【詳細な説明】
【００１７】
　[0026]　添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成を説明するものであ
り、本開示の範囲を限定するものではない。むしろ、詳細な説明は、本発明の主題の完全
な理解を与えるための具体的な詳細を含む。これらの具体的な詳細は、あらゆる場合にお
いて必要とされるとは限らないことと、いくつかの事例では、よく知られている構造およ
び構成要素は提示を明快にするためにブロック図の形式で示されることとが当業者には明
らかであろう。
【００１８】
　[0027]　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために
使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば同義で使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、米国
電気通信工業会（ＴＩＡ：Telecommunications Industry Association）のＣＤＭＡ２０
００（登録商標）などの無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡ技術は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変種を含む。ＣＤＭＡ２０００（登録商標）
技術は、米国電子工業会（ＥＩＡ：Electronics Industry Alliance）およびＴＩＡから
のＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワークは
、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実施し得
る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブ
ロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤ
ＭＡなどの無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡ技術およびＥ－ＵＴＲＡ技術は、ユニバーサ
ルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング
タームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのより新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２００
０（登録商標）およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２）と呼ばれる団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記の
ワイヤレスネットワークおよび無線アクセス技術、並びに他のワイヤレスネットワークお
よび無線アクセス技術のために使用され得る。明確さのために、本技法のいくつかの態様
について以下では、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａ（代替として一緒に「ＬＴＥ／－Ａ」と呼ば
れる）に関して説明し、以下の説明の大部分ではそのようなＬＴＥ／－Ａ用語を使用する
。
【００１９】
　[0028]　図１に、ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る、通信のためのワイヤレスネット
ワーク１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含む。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局で
あり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１
０は、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」という
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用語は、その用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのこの特定の地理的カバレ
ージエリアおよび／またはそのカバレージエリアをサービスするｅＮＢサブシステムを指
すことがある。
【００２０】
　[0029]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア
（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入
しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的小さい
地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダのサービスに加入してい
るＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、概して、比較的小
さい地理的エリア（例えば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、
フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed
 subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアク
セスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある
。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのた
めのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。図１に示されて
いる例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ
、１０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅＮＢである。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１
０２ｘのためのピコｅＮＢである。また、ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフ
ェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢである。ｅＮＢは、１つまた
は複数の（例えば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。フェムトセルおよ
びピコセルはスモールセルと総称されることがあり、それらは、マクロセルおよびマクロ
ｅＮＢよりも、低い電力を有し、比較的小さい地理的エリアにわたるカバレージを与える
。
【００２１】
　[0030]　ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得
る。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの
送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイ
ミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。
【００２２】
　[0031]　ＵＥ１２０はワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され、各ＵＥ
は固定または移動であり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ばれ
ることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、
ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトッ
プコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり
得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信すること
が可能であり得る。図１において、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはア
ップリンク上での、ＵＥと、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサー
ビングｅＮＢとの間の所望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干
渉する送信を示す。
【００２３】
　[0032]　ＬＴＥ／－Ａは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利
用し、アップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用す
る。ＯＦＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼
ばれる複数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され
得る。概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域
で送られる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）
はシステム帯域幅に依存し得る。例えば、Ｋは、１．４、３、５、１０、１５、または２
０メガヘルツ（ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅に対してそれぞれ７２、１８０、３０
０、６００、９００、および１２００に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバ
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ンドに区分され得る。例えば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．４、３、
５、１０、１５、または２０ＭＨｚの対応するシステム帯域幅に対してそれぞれ１つ、２
つ、４つ、８つ、または１６個のサブバンドがあり得る。
【００２４】
　[0033]　図２に、ＬＴＥ／－Ａにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。
ダウンリンクの送信タイムラインは無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレーム
は、所定の持続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９のインデックスを
もつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブフレームは２つのスロットを含み得る
。従って、各無線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得
る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、例えば、（図２に示すように）ノーマルサイク
リックプレフィックスの場合は７つのシンボル期間、または拡張サイクリックプレフィッ
クスの場合は６つのシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間
は０～２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソースはリ
ソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中でＮ個のサブ
キャリア（例えば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２５】
　[0034]　ＬＴＥ／－Ａでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳ
Ｓ：primary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchroniz
ation signal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示されている
ように、それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフ
レーム０および５の各々中のシンボル期間６および５において送られ得る。同期信号は、
セル検出および収集のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のス
ロット１中のシンボル期間０～３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Ph
ysical Broadcast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２６】
　[0035]　ｅＮＢは、図２に見られるように、各サブフレームの最初のシンボル期間にお
いて物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control For
mat Indicator Channel）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用され
るいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、ただし、Ｍは、１、２または３に等しく
なり得、サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、例えば、リソースブロックが１０個
未満である、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。図２に示されている例では
、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間において物理Ｈ
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicator Channel）と物理
ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）とを送
り得る。図２に示されている例では、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨも最初の３つのシンボ
ル期間中に含まれる。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートす
るための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と
、ダウンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの
残りのシンボル期間において物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Dow
nlink Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のた
めにスケジュールされたＵＥのためのデータを搬送し得る。
【００２７】
　[0036]　各サブフレームの制御セクション中で、すなわち、各サブフレームの第１のシ
ンボル期間においてＰＨＩＣＨとＰＤＣＣＨとを送ることに加えて、ＬＴＥ－Ａはまた、
各サブフレームのデータ部分中でもこれらの制御指向チャネルを送信し得る。図２に示さ
れているように、データ領域を利用するこれらの新しい制御設計、例えば、拡張物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ：Enhanced-Physical Downlink Control Channel）
は、各サブフレームの後のシンボル期間中に含まれる。ＥＰＤＣＣＨは、新しいタイプの
制御チャネルである。新しい制御チャネルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重
化（ＴＤＭ）、またはＦＤＭとＴＤＭとの組合せの形式にあり得る。
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【００２８】
　[0037]　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚに
おいてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間においてシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤ
ＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、全てのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢ
ＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣ
ＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００２９】
　[0038]　各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リ
ソース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または
複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間にお
いて基準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：re
source element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中の４つの
リソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数にわたって
ほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の
構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散され得る、３つのＲＥＧを占有
し得る。例えば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、全てシンボル期間０に属し得るか
、またはシンボル期間０、１および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシン
ボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２または６４個の
ＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得
る。
【００３０】
　[0039]　ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知
り得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨについてＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組
合せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされる組合せの数よりも少ない。ｅＮＢ
は、ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３１】
　[0040]　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥをサービスするた
めに、これらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経
路損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００３２】
　[0041]　ワイヤレスネットワーク１００は、単位面積当たりのシステムのスペクトル効
率を改善するために、ｅＮＢ１１０の多様なセット（すなわち、マクロｅＮＢ、ピコｅＮ
Ｂ、フェムトｅＮＢ、およびリレー）を使用する。ワイヤレスネットワーク１００は、そ
れのスペクトルカバレージのためにそのような異なるｅＮＢを使用するので、それは異種
ネットワークと呼ばれることもある。マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは、通常、ワイヤレスネ
ットワーク１００のプロバイダによって慎重に計画され、配置される。マクロｅＮＢ１１
０ａ～ｃは、概して、高電力レベル（例えば、５Ｗ～４０Ｗ）で送信する。概して、かな
り低い電力レベル（例えば、１００ｍＷ～２Ｗ）で送信する、ピコｅＮＢ１１０ｘは、マ
クロｅＮＢ１１０ａ～ｃによって与えられたカバーエリア中のカバレージホールを除去し
、ホットスポットにおける容量を改善するために比較的無計画な様式で展開され得る。と
はいえ、一般にワイヤレスネットワーク１００とは無関係に展開されるフェムトｅＮＢ１
１０ｙ～ｚは、それらの（１人または複数の）管理者によって許可された場合、ワイヤレ
スネットワーク１００への潜在的なアクセスポイントとして、または少なくとも、リソー
ス協調および干渉管理の協調を行うためにワイヤレスネットワーク１００の他のｅＮＢ１
１０と通信し得る、アクティブでアウェアなｅＮＢとして、ワイヤレスネットワーク１０
０のカバレージエリアに組み込まれ得る。フェムトｅＮＢ１１０ｙ～ｚはまた、一般に、
マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃよりもかなり低い電力レベル（例えば、１００ｍＷ～２Ｗ）で
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送信する。
【００３３】
　[0042]　ワイヤレスネットワーク１００など、異種ネットワークの動作中、各ＵＥは、
通常、より良い信号品質をもつｅＮＢ１１０によってサービスされ、他のｅＮＢ１１０か
ら受信した不要な信号は干渉として扱われる。そのような動作プリンシパルは、著しく準
最適な性能をもたらすことがあるが、ｅＮＢ１１０の間のインテリジェントリソース協調
と、より良いサーバ選択ストラテジーと、効率的な干渉管理のためのより高度の技法とを
使用することによって、ワイヤレスネットワーク１００においてネットワーク性能の利得
が実現される。
【００３４】
　[0043]　ピコｅＮＢ１１０ｘなどのピコｅＮＢは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃなどのマ
クロｅＮＢと比較したとき、かなり低い送信電力によって特徴づけられる。ピコｅＮＢは
また、通常、ワイヤレスネットワーク１００などのネットワークの周りにアドホックに配
置される。この無計画展開のために、ワイヤレスネットワーク１００など、ピコｅＮＢ配
置をもつワイヤレスネットワークは、カバレージエリアまたはセルのエッジ上のＵＥ（「
セルエッジ」ＵＥ）への制御チャネル送信のためのより困難なＲＦ環境に寄与し得る、低
信号対干渉状態をもつ大きいエリアを有することが予想され得る。さらに、マクロｅＮＢ
１１０ａ～ｃの送信電力レベルとピコｅＮＢ１１０ｘの送信電力レベルとの間の潜在的に
大きい格差（例えば、約２０ｄＢ）は、混合展開において、ピコｅＮＢ１１０ｘのダウン
リンクカバレージエリアがマクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのそれよりもはるかに小さいことを
暗示する。
【００３５】
　[0044]　しかしながら、アップリンクの場合、アップリンク信号の信号強度は、ＵＥに
よって支配され、従って、どのタイプのｅＮＢ１１０によって受信されたときでも同様で
ある。ｅＮＢ１１０のためのアップリンクカバレージエリアがほぼ同じまたは同様であれ
ば、チャネル利得に基づいてアップリンクハンドオフ境界が決定されることになる。これ
は、ダウンリンクハンドオーバ境界とアップリンクハンドオーバ境界との間の不一致をも
たらし得る。追加のネットワーク適応がなければ、不一致により、ワイヤレスネットワー
ク１００におけるサーバ選択またはｅＮＢへのＵＥの関連付けは、ダウンリンクハンドオ
ーバ境界とアップリンクハンドオーバ境界とがより厳密に一致するマクロｅＮＢ専用同種
ネットワークにおけるよりも困難になるであろう。
【００３６】
　[0045]　サーバ選択が主にダウンリンク受信信号強度に基づく場合、ワイヤレスネット
ワーク１００などの異種ネットワークの混合ｅＮＢ展開の有用性は大幅に減少されよう。
これは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのより高いダウンリンク受信信号強度が、利用可能な
全てのＵＥを引きつけ、ピコｅＮＢ１１０ｘはそれのはるかに弱いダウンリンク送信電力
のためにどのＵＥをもサービスしないことがあるので、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃなど、
より高電力のマクロｅＮＢのより大きいカバレージエリアが、ピコｅＮＢ１１０ｘなどの
ピコｅＮＢを用いてセルカバレージを分割することの利点を限定するためである。さらに
、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは、それらのＵＥを効率的にサービスするのに十分なリソー
スを有しない可能性がある。従って、ワイヤレスネットワーク１００は、ピコｅＮＢ１１
０ｘのカバレージエリアを拡大することによってマクロｅＮＢ１１０ａ～ｃとピコｅＮＢ
１１０ｘとの間で負荷をアクティブに分散させようと試みる。この概念はセル範囲拡張（
ＣＲＥ：cell range extension）と呼ばれる。
【００３７】
　[0046]　ワイヤレスネットワーク１００は、サーバ選択を決定する様式を変更すること
によってＣＲＥを達成する。サーバ選択がダウンリンク受信信号強度に基づく代わりに、
選択はダウンリンク信号の品質に一層基づく。１つのそのような品質ベースの決定では、
サーバ選択は、ＵＥに最小の経路損失を与えるｅＮＢを決定することに基づき得る。さら
に、ワイヤレスネットワーク１００は、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃとピコｅＮＢ１１０ｘ
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との間にリソースの固定の区分を与える。しかしながら、このアクティブな負荷分散を伴
う場合でも、ピコｅＮＢ１１０ｘなどのピコｅＮＢによってサービスされるＵＥに対する
マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃからのダウンリンク干渉は緩和されるべきである。これは、Ｕ
Ｅにおける干渉消去、ｅＮＢ１１０間のリソース協調などを含む様々な方法によって達成
され得る。
【００３８】
　[0047]　図３に、図１中の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１
０および図１中のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。制
限付き関連付けシナリオの場合、ｅＮＢ１１０は図１中のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得
、ＵＥ１２０はＵＥ１２０ｙであり得る。ｅＮＢ１１０はまた、何らかの他のタイプの基
地局であり得る。ｅＮＢ１１０はアンテナ３３４ａ～３３４ｔを装備し得、ＵＥ１２０は
アンテナ３５２ａ～３５２ｒを装備し得る。
【００３９】
　[0048]　ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデ
ータを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は
、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。デー
タは、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。送信プロセッサ３２０は、データシンボ
ルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（例えば
、符号化およびシンボルマッピング）し得る。送信プロセッサ３２０はまた、例えば、Ｐ
ＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ
）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制
御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（例えば、プリコーディング
）を行い得、出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに与え得る
。各変調器３３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（例えば、ＯＦＤＭな
どのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器３３２はさらに
、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（例えば、アナロ
グへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。変調器３３２ａ～
３３２ｔからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信
され得る。
【００４０】
　[0049]　ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、ｅＮＢ１１０からダウ
ンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒ
に与え得る。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を
調整（例えば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。各
復調器３５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（例えば、ＯＦＤＭなどのため
に）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、全ての復調器３５４ａ～３５
４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を
行い、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８は、検出シンボルを処理（例えば
、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０のための復号されたデータをデ
ータシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３８０に与え
得る。
【００４１】
　[0050]　アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データ
ソース３６２から（例えば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ３８０から（例えば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理し
得る。送信プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信
プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６
によってプリコーディングされ、さらに（例えば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器３
５４ａ～３５４ｒによって処理され、ｅＮＢ１１０に送信され得る。ｅＮＢ１１０におい
て、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３



(13) JP 6530047 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、ＵＥ
１２０によって送られた復号されたデータと制御情報とを取得するために、受信プロセッ
サ３３８によってさらに処理され得る。プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータ
シンク３３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に与え得る
。
【００４２】
　[0051]　コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ、ｅＮＢ１１０お
よびＵＥ１２０における動作を指示し得る。ｅＮＢ１１０におけるコントローラ／プロセ
ッサ３４０並びに／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明する技法
のための様々なプロセスを行うか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１２０におけるコ
ントローラ／プロセッサ３８０並びに／または他のプロセッサおよびモジュールはまた、
図４～図８に示されている機能ブロック、および／または本明細書で説明する技法のため
の他のプロセスを行うか、またはその実行を指示し得る。メモリ３４２および３８２は、
それぞれｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し
得る。スケジューラ３４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送
信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００４３】
　[0052]　多地点協調（ＣｏＭＰ）動作は、異種ネットワークにおけるダウンリンク送信
とアップリンク送信の両方における拡張されたサービス品質および伝送効率を与えるＬＴ
Ｅ－Ａの特徴である。同種ネットワークにおけるセルエッジに位置するユーザは、ネイバ
ーセル干渉によって悪化させられる減少する信号強度という問題があるが、ＣｏＭＰは、
ネイバリングセルの使用が、同じくサービングセルと同じ信号をセルエッジＵＥに送信す
ることを可能にし、従って、サービングセルの周囲のサービス品質を拡張するように設計
される。
【００４４】
　[0053]　ＣｏＭＰは、様々な異なる基地局にわたる送信および受信の動的協調を可能に
する様々な異なる技法を含む。目的は、ユーザのための全体的品質を改善すること、並び
にネットワークの利用を改善することである。ＣｏＭＰは技法の複雑なセットを含むが、
それはユーザ並びにネットワーク事業者に多くの利点をもたらす。第１に、ＣｏＭＰは、
一度にいくつかの基地局への接続を与えることによって、ネットワークのより良い利用を
可能にする。いくつかの基地局へのＣｏＭＰ接続を使用して、データは、より良いリソー
ス利用のために、スモールセルを含む、最も負荷の少ない基地局を通して受け渡され得る
。
【００４５】
　[0054]　さらに、ＣｏＭＰは、各接続についていくつかのセルサイトを使用することに
よって拡張された受信性能を与え得る。これにより、一般に、全体的受信が改善され、ド
ロップされた呼の数が低減し得る。また、複数サイト受信が、受信電力を増加させ得る。
ＣｏＭＰ技法を使用する複数の基地局またはスモールセルからのジョイント受信は、ハン
ドセットにおける全体的受信電力が増加されることを可能にする。ＣｏＭＰはまた、単に
ネイバリング干渉を与える代わりに、サービングマクロセルによる通信をサポートする通
信セルとして、ネイバリングセルまたは追加のセルの信号を使用することによって干渉低
減を可能にする。
【００４６】
　[0055]　ＣｏＭＰが効果的に動作するために、密接な協調が、いくつかの地理的に分離
された基地局間で維持される。様々なＣｏＭＰ基地局が、ジョイントスケジューリングお
よび送信を行うために、並びに受信された信号のジョイント処理を行うために動的に協調
する。このようにして、セルのエッジにあるＵＥは、信号受信／送信を改善し、特にセル
エッジ条件下でのスループットを増加させるために、２つまたはそれ以上の基地局によっ
てサービスされることが可能である。
【００４７】
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　[0056]　ＣｏＭＰ動作は、概して、２つの主要なカテゴリー、すなわち、同時にＵＥに
送信またはＵＥから受信している基地局など、複数のエンティティ間に協調がある場合に
行われるジョイント処理と、しばしばＣＳ／ＣＢ（協調スケジューリング／協調ビームフ
ォーミング）と呼ばれる協調スケジューリングまたはビームフォーミングとに分類される
。ＣＳ／ＣＢは、通信がいくつかの協調エンティティの間の制御の交換を用いて行われる
一方、ＵＥが単一の送信ポイントまたは受信ポイントを用いて送信する協調の形態である
。
【００４８】
　[0057]　ＣｏＭＰ動作のこれらのモードのうちのいずれかを達成するために、チャネル
プロパティ上の高度に詳細なフィードバックが、全ての参加している基地局およびＵＥ間
のサービスまたは通信において遅延を生じることなしに変更が行われ得るように、高速様
式で交換される。従って、データの組合せまたはセルの高速スイッチングを可能にするた
めの基地局間の密接な協調が、重要な考慮事項である。

　[0058]　ＣｏＭＰ動作のために使用される技法は、アップリンクとダウンリンクとにつ
いてまったく異なる。これは、ＵＥは個々の要素であるが、基地局は他の基地局に接続さ
れ、ネットワーク中にあるという事実に起因する。
【００４９】
　[0059]　ダウンリンクＣｏＭＰの場合、動的協調が、ＵＥに送信するいくつかの地理的
に分離された基地局またはセル間で採用される。ＣｏＭＰ動作の２つのフォーマットは、
ダウンリンクのために分割され得る。ダウンリンクにおいて送信するためのジョイント処
理方式は、データが、いくつかの異なるｅＮＢから同時にＵＥに送信されることを与える
。この複数の送信の目的は、受信信号品質および強度を改善することである。それはまた
、他のＵＥを対象とする送信からの干渉のアクティブ消去恩恵を受け得る。ＣｏＭＰ動作
のこの形態は、ＵＥに送信されるべきデータが、ＵＥに送信する各基地局またはセルに送
られるべきであるので、バックホールネットワークに高い要求をする。そのような動作は
、いくつの基地局またはセルがデータを送るかに依存して、ネットワークにおけるデータ
の量を容易に２倍または３倍にし得る。送信のためのネットワークにおける追加のデータ
に加えて、ＵＤからの異なるｅＮＢにおいて受信されたジョイント処理データは、ＣｏＭ
Ｐエリアに関与する全てのｅＮＢ間に送られる。
【００５０】
　[0060]　協調スケジューリングおよびまたはビームフォーミングはまた、ダウンリンク
ＣｏＭＰ動作において実施され得る。この概念を使用して、単一のＵＥを対象とするデー
タは、１つのｅＮＢから送信される。しかしながら、スケジューリング決定並びにビーム
は、生成され得る干渉を制御するために、他のＣｏＭＰ基地局またはセルの間で協調させ
られ得る。この手法の利点は、（１）ＵＥデータが複数の基地局またはセルから送信され
ず、従って、１つのｅＮＢのみを対象とするので、並びに、（２）スケジューリング決定
およびビームフォーミングの詳細のみが複数のｅＮＢ間で協調させられるので、バックホ
ールネットワークにわたる協調のための要件がかなり低減されることである。
【００５１】
　[0061]　アップリンクＣｏＭＰ動作の場合、ジョイント受信および処理は、異なるサイ
トにおいて複数のアンテナを使用することを利用する。異なる基地局またはセル間で協調
することによって、仮想アンテナアレイを形成することが可能である。基地局によって受
信された信号は、次いで、最終出力信号を生成するために組み合わせられ、処理される。
この技法はまた、強度が極めて低いか、いくつかのエリア中の干渉によってマスキングさ
れている信号が、より少ないエラーで受信されることを可能にする。この技法の主要な欠
点は、処理のために、大きい量のデータが、受信基地局またはセル間で転送されるであろ
うことである。
【００５２】
　[0062]　アップリンクにおけるＣｏＭＰ動作は、仮想セルＩＤの導入を与える。以前の
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ＬＴＥシステムにおいて開始した、アップリンクサブフレーム中の２つの定義されたＳＣ
－ＦＤＭＡシンボル中に埋め込まれた復調基準信号（ＤＭＲＳ）の生成は、サービングセ
ルの物理セル識別情報（ＰＣＩ）に依存する。ＰＣＩはダウンリンクから導出される。マ
クロセルがカバレージを与え、いくつかのスモールセルが容量のために使用される、将来
の異種ネットワーク展開シナリオの場合、セル境界においてより高いアップリンク干渉が
ある。これは特に、マクロセルおよびスモールセルが同じセル識別情報を使用する場合に
当てはまる。従って、ＣｏＭＰ通信に関与するセル間で区別するための能力を増加させる
ために、仮想セルＩＤの概念が導入される。仮想セルＩＤ受信ポイントおよび送信ポイン
トが必ずしも同じであるとは限らないので、仮想セルＩＤは、特定のＣｏＭＰクラスタを
もつ異なる送信ポイントを識別するために、上位レイヤによって割り当てられる。ＣｏＭ
Ｐクラスタは、多地点通信を与えるために協調するアクセスポイント、リモートラジオヘ
ッド（ＲＲＨ）、基地局などのグループである。
【００５３】
　[0063]　ネイバリング送信ポイントの仮想セルＩＤは、干渉送信を検出、消去、または
緩和するためにＵＥによって使用されるパラメータのうちの１つである。仮想セルＩＤは
、例えば、送信モード１０におけるＣｏＭＰ送信のために使用され得る。スクランブリン
グＩＤと組み合わせてＰＣＩまたは仮想セルＩＤのいずれかを使用して、基地局はＤＭＲ
Ｓシーケンスを生成する。そのような干渉信号を検出、消去、または緩和することを試み
るとき、ＵＥは、全ての仮想セルＩＤおよび／またはスクランブリングＩＤのブラインド
検出を行うであろう。しかしながら、多数の潜在的仮想セルＩＤ値およびスクランブリン
グＩＤのために、全てのそのような信号上でブラインド検出を行うことは、ＵＥからのか
なりのリソースおよび時間を要求するであろう。従って、考えられる仮想セルＩＤのサブ
セットのネットワークシグナリングは、ＵＥが、仮想セルＩＤのこの低減されたサブセッ
トの間でブラインド検出することを支援し得る。
【００５４】
　[0064]　本開示の様々な態様は、ネイバリングセルを含む、単一のＣｏＭＰクラスタ内
のネイバリング送信ポイントと、複数のＣｏＭＰクラスタにわたるネイバリング送信ポイ
ントの両方の考えられる仮想セルＩＤのサブセットをＵＥにシグナリングすることの効率
的な方法を与える。
【００５５】
　[0065]　本開示の第１の態様では、仮想セルＩＤのサブセットは、マクロセルＩＤまた
はＣＲＳとのそれらの関連付けに従ってグループ化される。各ＣＲＳは１つのマクロセル
ＩＤに関連し得る。従って、グループ化することは、特定のマクロセルＩＤに従ってグル
ープ化する。図４は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図である。ブロック４００において、サービング基地局は、被サービスＵ
ＥにローカルなＣｏＭＰクラスタと、ネイバリングＣｏＭＰクラスタ中のＣｏＭＰクラス
タの両方にわたって送信ポイントのための仮想セルＩＤのセットを識別する。サービング
ＣｏＭＰクラスタ内の識別される仮想セルＩＤの最大数および全ての検出可能なＣｏＭＰ
クラスタにわたる識別される仮想セルＩＤの最大数は、サービングセルによって半静的に
選択され得る。サービングセルは、リソースを温存するために、またはサービスされてい
るＵＥのロケーションに基づいて関連がないことがあるいくつかの仮想セルＩＤを除くた
めに、実際の数よりも低い最大数を選択し得る。
【００５６】
　[0066]　ブロック４０１において、サービング基地局は、各仮想セルＩＤに関連する１
次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な仮想セルＩＤのセットをサ
ブセットにグループ化する。各ＣｏＭＰクラスタは、１次セルＩＤによって一意に識別可
能である、マクロセル領域に属する。仮想セルＩＤは、それが配置されたＣｏＭＰクラス
タの識別を含む。しかしながら、仮想セルＩＤの全てが、送信のために使用されるとは限
らない。従って、サービングセルは、同じ１次セルＩＤを共有し、送信において使用する
ために利用可能な仮想セルＩＤの各々をそれら自体のサブセットにグループ化する。
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【００５７】
　[0067]　ブロック４０２において、サービングセルは、サービスされているＵＥに仮想
セルＩＤのサブセットを送信する。１次セルＩＤに従ってグループ化された仮想セルＩＤ
のサブセットは、干渉信号の検出、消去、または緩和の目的で、ＵＥによってブラインド
検出を行うために使用され得る。仮想セルＩＤのより小さいサブセットのために、ＵＥブ
ラインド検出はより効率的に構成され得る。
【００５８】
　[0068]　動作中、サービングセルは、ＵＥが配置されたＣｏＭＰクラスタ、並びにネイ
バリングセルのＣｏＭＰクラスタ内に配置された送信ポイントに対応する仮想セルＩＤの
制限付きセットを識別する。仮想セルＩＤセットは、ＤＭＲＳスクランブリングＩＤとの
仮想セルＩＤの異なる組合せを包含する。ＣｏＭＰクラスタごとの仮想セルＩＤの数はＭ
の最大値に限定され、および全てのセルまたは全てのＣｏＭＰクラスタにわたる仮想セル
ＩＤの総数はＮに限定され、ここで、ＭおよびＮは、サービングセルによって半静的に選
択され得る。実際には、Ｍは、Ｎよりも小さいかまたはそれに等しい。そのように選定さ
れる仮想セルＩＤセットは、ＣｏＭＰクラスタにおけるＰＤＳＣＨおよびｅＰＤＣＣＨ送
信に適用可能であろう。
【００５９】
　[0069]　本開示の態様によれば、マクロ領域ごとの仮想セルＩＤサブセットは、被サー
ビスＵＥにシグナリングされる。例えば、各ＣｏＭＰクラスタがマクロセル領域に属する
とすれば、それは１次セルＩＤによって一意に識別可能である。従って、サービングセル
は、マクロセルの１次セルＩＤに関連するサブセットに仮想セルＩＤをグループ化し得る
。
【００６０】
　[0070]　図５は、本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局５００を示すブ
ロック図である。サービング基地局５００は、マクロ領域５０中に通信カバレージを与え
る。ＵＥ５０１は、サービング基地局５００によってサービスされ、マクロ領域５０内に
配置される。動作の一例では、ＵＥ５０１は、サービング基地局５００、およびスモール
セル５０２～５０４において識別される送信ポイントとのＣｏＭＰ通信に関与し得る。マ
クロ領域５０内のサービング基地局５００によって選択された送信ポイントの総数は、ス
モールセル５０２～５１３によって与えられる。本開示の態様の例示的な動作では、マク
ロ領域５０およびネイバリングセルにわたるスクランブリングＩＤと組み合わせた仮想セ
ルＩＤの総数は、１２個である。従って、仮想セルＩＤのセットは、以下に従って表され
得る。
【００６１】
【数１】

【００６２】
この例では、仮想セルＩＤの全てが、サービング基地局５００のマクロ領域５０内に配置
された送信ポイントに対応する。この例では、サービング基地局５００は、１次セルＩＤ
、Ａを有する。送信ポイントの仮想セルＩＤの全てがマクロ領域５０内にあるので、サー
ビング基地局５００は、仮想セルＩＤの以下のサブセットＵAをＵＥにシグナリングする
ことになる。
【００６３】
【数２】

【００６４】
　[0071]　図６は、本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局６００を示すブ
ロック図である。サービング基地局６００は、マクロ領域６０わたる通信カバレージを与
える。ＵＥ６０１は、マクロ領域６０内に配置され、サービング基地局６００との通信サ
ービスに関与する。ＵＥ６０１はまた、サービング基地局６００、およびマクロ領域６０
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、例えば、スモールセル６０２～６０７内に配置された任意の数の送信ポイントとのＣｏ
ＭＰ通信に関与し得る。図示の例では、サービング基地局６００は、マクロ領域６０およ
びネイバリングセルにわたるスクランブリングＩＤと組み合わせた仮想セルＩＤの総数が
１２個であると識別する。従って、仮想セルＩＤのセットは、以下によって表される。
【００６５】
【数３】

【００６６】

上式で、最初の６つのＩＤ（ｖ0～ｖ5）は、マクロ領域６０、スモールセル６０１～６０
７とともに配置された送信ポイントに、残りの６つのＩＤ（ｖ6～ｖ11）は、ネイバリン
グマクロ領域６１、スモールセル６０９～６１４中に配置された送信ポイントに対応する
。マクロ領域６１は、ネイバリングマクロ基地局６０８によって与えられる。この場合、
サービング基地局６００は、ＵＥ６０１に仮想セルＩＤの以下のサブセットを送信するこ
とになる。
【００６７】
【数４】

【００６８】
【数５】

【００６９】
　[0072]　図７は、本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局７００を示すブ
ロック図である。サービング基地局７００は、マクロ領域７０中に通信カバレージを与え
る。ＵＥ７０１は、マクロ領域７０内に配置され、サービング基地局７００との通信サー
ビスに関与する。ＵＥ７０１はまた、サービング基地局７００、およびマクロ領域７０、
例えば、スモールセル７０２～７０７内に配置された任意の数の送信ポイントとのＣｏＭ
Ｐ通信に関与し得る。図示の例では、サービング基地局７００は、マクロ領域７０および
ネイバリングセルにわたるスクランブリングＩＤと組み合わせた仮想セルＩＤの総数が１
０個であると識別する。従って、仮想セルＩＤのセットは、以下によって表される。
【００７０】
【数６】

【００７１】
上式で、ｖ0～ｖ5は、マクロ領域７０とともに配置された送信ポイント（スモールセル７
０２～７０７）に対応し、ｖ6～ｖ8は、マクロ基地局７０８によってサービスされるネイ
バリングマクロ領域７１中に配置された送信ポイント（スモールセル７０９～７１１）に
対応し、ｖ9は、マクロ基地局７１２によってサービスされるマクロ領域７２中に配置さ
れた送信ポイント（スモールセル７１３）に対応する。この場合、サービング基地局７０
０は、サービング基地局７００並びにマクロ基地局７０８および７１２の１次セルＩＤに
従って、仮想ＩＤのセット、Ｖをサブグループにグループ化し、以下のようにＵＥ７０１
にサブセット（ＵA、ＵB、およびＵC）を送信することになる。
【００７２】

【数７】

【００７３】
【数８】

【００７４】
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【数９】

【００７５】
　[0073]　本開示の追加の態様は、様々なチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースとの関連
付けに従って、仮想セルＩＤの全セットをサブセットにグループ化することに関係する。
図８は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示す機能ブロッ
ク図である。ブロック８００において、サービング基地局は、被サービスＵＥにローカル
なＣｏＭＰクラスタと、ネイバリングＣｏＭＰクラスタ中のＣｏＭＰクラスタの両方にわ
たって送信ポイントのための仮想セルＩＤのセットを識別する。
【００７６】
　[0074]　ブロック８０１において、サービング基地局は、各仮想セルＩＤに関連する１
次セルＩＤに従って、およびさらに１次セルＩＤに関連するかまたはそれとともに利用可
能な各ＣＳＩリソースに従って、送信において使用するために利用可能な仮想セルＩＤの
各々を１つまたは複数のサブセットにグループ化する。ＣｏＭＰクラスタが属するマクロ
セルの１次セルＩＤに関連する各ＣｏＭＰクラスタは、一定数のＣＳＩリソースを有する
。これらの利用可能なＣＳＩリソースは、ＣＳＩリソースインデックスによって識別され
得る。ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの数はまた、サービング基地局によって半静的
に選択され得る、最大数に限定される。従って、サービング基地局は、ＣｏＭＰクラスタ
（例えば、１次セルＩＤによって識別されたマクロ領域）と、そのＣｏＭＰクラスタ内で
利用可能な特定のＣＳＩリソースの両方に基づいてセルＩＤのサブセットを形成する。
【００７７】
　[0075]　ブロック８０２において、サービングセルは、サービスされているＵＥに仮想
セルＩＤのサブセットを送信する。１次セルＩＤおよびＣＳＩリソースに従ってグループ
化された仮想セルＩＤのサブセットは、干渉信号の検出、消去、または緩和の目的で、Ｕ
Ｅによってブラインド検出を行うために使用され得る。
【００７８】
　[0076]　図８に示された態様の動作中、サービング基地局は、ＵＥが配置されたＣｏＭ
Ｐクラスタ、並びにネイバリングセルのＣｏＭＰクラスタ内に配置された送信ポイントに
対応する仮想セルＩＤの制限付きセットを識別する。ここで再び、仮想セルＩＤセットは
、ＤＭＲＳスクランブリングＩＤとの仮想セルＩＤの異なる組合せを包含する。ＣｏＭＰ
動作中、ＣｏＭＰクラスタごとのＣＳＩリソースの数はＣによって表され得、ＣＳＩリソ
ースごとの仮想セルＩＤの数はＶ仮想セルＩＤの最大値に限定され、全てのセルにわたる
仮想セルＩＤの総数はＮの最大値に限定され得、ここで、Ｃ、Ｖ、Ｎの各々は、サービン
グ基地局によって半静的に選択され得る。動作中、ＣおよびＶは、それぞれ、Ｎよりも小
さいかまたはそれに等しい。仮想セルＩＤのサブセットは、各ＣｏＭＰクラスタ内のＣＳ
Ｉリソースに従ってグループ化されるので、そのようなサブセットの仮想セルＩＤは、Ｃ
ｏＭＰクラスタにおけるＰＤＳＣＨ、ＣＳＩ－ＲＳ、およびｅＰＤＣＣＨ送信に適用可能
であろう。
【００７９】
　[0077]　各ＣｏＭＰクラスタは、１次セルＩＤによって一意に識別可能であり得る、マ
クロセル領域に属する。各ＣｏＭＰクラスタ内に、複数のＣＳＩリソースがあり得、各リ
ソースは、仮想セルＩＤのそのようなセット間で潜在的に重複し得る複数の仮想セルＩＤ
を利用し得る。従って、サービングセルは、ＣＳＩリソースインデックスに各ＣＳＩリソ
ース内の仮想セルＩＤのサブセットを関連付け、マクロセルの１次セルＩＤに各マクロ領
域内のＣＳＩリソースを関連付け得る。
【００８０】
　[0078]　図９は、本開示の一態様に従って構成されたサービング基地局９００を示すブ
ロック図である。サービング基地局９００は、マクロ領域９０中に通信カバレージを与え
る。ＵＥ９０１は、マクロ領域９０内に配置され、サービング基地局９００との通信サー
ビスに関与する。ＵＥ９０１はまた、サービング基地局９００、およびマクロ領域９０、
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例えば、スモールセル９０２～９０７内に配置された任意の数の送信ポイントとのＣｏＭ
Ｐ通信に関与し得る。ネイバリングマクロ領域９１および９２は、それぞれ、マクロ基地
局９０８および９１２によってサービスされ、ネイバリングマクロ領域９１中のスモール
セル９０９～９１１およびネイバリングマクロ領域９２中のスモールセル９１３～９１５
によって示される複数の送信ポイントを含む。図示の例では、サービング基地局９００は
、マクロ領域９０およびネイバリングセルにわたるスクランブリングＩＤと組み合わせた
仮想セルＩＤの総数が１２個になると識別する。全仮想セルＩＤのこのセットは、以下に
よって表される。
【００８１】
【数１０】

【００８２】
上式で、マクロ領域９０中のＣＳＩリソースは、Ａ1、Ａ2、およびＡ3に対応し、ネイバ
リングマクロ領域９１中のＣＳＩリソースは、Ｂ1、Ｂ2、およびＢ3に対応し、ネイバリ
ングマクロ領域９２中のＣＳＩリソースは、Ｃ1、Ｃ2、およびＣ3に対応する。この場合
、サービング基地局９００は、ＣＳＩリソースに従って、仮想セルＩＤのセット、Ｖを複
数のサブセットにグループ化することになる。従って、サービング基地局９００は、以下
のサブセット（ＵA1、ＵA2、ＵA3、ＵB1、ＵB2、ＵB3、ＵC1、ＵC2、およびＵC1）をＵＥ
９０１に送信することになる。ＵA：ＣＳＩリソースは｛Ａ1、Ａ2、およびＡ3｝であり、
仮想セルＩＤは以下としてシグナリングされる。
【００８３】

【数１１】

【００８４】
【数１２】

【００８５】
【数１３】

【００８６】
ＵB：ＣＳＩリソースは｛Ｂ1、Ｂ2、およびＢ3｝であり、仮想セルＩＤは以下としてシグ
ナリングされる。
【００８７】
【数１４】

【００８８】

【数１５】

【００８９】
【数１６】

【００９０】
ＵC：ＣＳＩリソースは｛Ｃ1、Ｃ2、およびＣ3｝であり、仮想セルＩＤは以下としてシグ
ナリングされる。
【００９１】

【数１７】

【００９２】
【数１８】
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【００９３】
【数１９】

【００９４】
　[0079]　従って、ＣＳＩリソースに従ってグループ化される仮想セルＩＤのサブセット
の各々は、ネイバリングマクロ領域９１および９２から発信した干渉信号の検出、消去、
または緩和において使用するために、ＵＥ９０１のために潜在的仮想セルＩＤのより小さ
いセットを与え得る。
【００９５】
　[0080]　図１０は、本開示の一態様に従って構成されたｅＮＢ１０００を示すブロック
図である。ｅＮＢ１０００は、図３の基地局１１０に関して図示のような様々な構成要素
、ハードウェア、およびソフトウェアを含み得る。例えば、ｅＮＢ１０００は、構成要素
とハードウェアとを制御し、実行されたとき、ｅＮＢ１０００の特徴と機能とを与える実
行環境を作成するメモリ３４２に記憶されたソフトウェアと論理とを実行する、コントロ
ーラ／プロセッサ３４０を含む。
【００９６】
　[0081]　例示的な一態様では、ｅＮＢ１０００は、メモリ３４２に記憶されたグループ
化論理１００２を含む。説明する態様では、コントローラ／プロセッサ３４０によって実
行されたとき、グループ化論理１００２は、ｅＮＢ１００が、ＵＥをサービスするｅＮＢ
１０００のセル関連するＣｏＭＰクラスタ内の１つまたは複数の送信ポイントと、１つま
たは複数のネイバリングＣｏＭＰクラスタにおける１つまたは複数のネイバリング送信ポ
イントとに対応する仮想セルＩＤのセットを識別することを提供する。ｅＮＢ１０００は
、アンテナ３４２ａ－ｔとトランシーバ１００１とを介してネイバリングセルについての
様々なシステム情報を受信し、ネイバーシステム情報１００３においてメモリ３４２中に
このシステム情報を記憶する。トランシーバ１００１は、基地局１１０に関して図３に示
されているように、送信プロセッサ３２０、送信ＭＩＭＯプロセッサ３３０、受信プロセ
ッサ３３８、受信ＭＩＭＯ検出器３３６、変調器／復調器３３２ａ－ｔなど、様々なハー
ドウェアおよび構成要素を含み得る。
【００９７】
　[0082]　コントローラ／プロセッサ３４０の制御下で、グループ化論理１００２の実行
において、ｅＮＢ１０００は、送信において使用するために利用可能であるセット内の仮
想セルＩＤの各々を仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化する。ｅＮ
Ｂ１０００は、異なる仮想セルＩＤを識別し、グループ化するために、ネイバーシステム
情報１００３にネイバリングセルの１次セルＩＤを記憶する。仮想セルＩＤのサブセット
を生成した後に、ｅＮＢ１０００は、ｅＮＢ１０００によってサービスされるＵＥにサブ
セットのうちの１つまたは複数を送信する。ｅＮＢ１０００は、トランシーバ１００１と
アンテナ３３４ａ－ｔとを使用してサブセットを送信する。
【００９８】
　[0083]　追加の例示的な態様では、コントローラ／プロセッサ３４０によるグループ化
論理１００２の実行は、１次セルＩＤおよび１次セルＩＤに関連するＣＳＩリソースに従
って、送信において使用するために利用可能であるセットの仮想セルＩＤのグループ化を
与え得る。ｅＮＢ１０００は、メモリ３４２に記憶されたＣＳＩリソース１００４におけ
るそれ自体の１次セルＩＤに関連するＣＳＩリソースを追跡する。ｅＮＢ１０００はまた
、ネイバリングセルに関する受信されるシステム情報においてネイバリングセルに関する
ＣＳＩリソース情報を受信し得る。このネイバーセルＣＳＩリソース情報も、メモリ３４
２中のネイバーシステム情報１００３における他のネイバーセルシステム情報に加えて記
憶され得る。１次セルＩＤとＣＳＩリソースの両方に基づいて仮想セルＩＤのサブセット
にグループ化されると、ｅＮＢ１０００は、それがサービスしているＵＥに、そのような
サブセットのうちの１つまたは複数を送信する。
【００９９】
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　[0084]　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【０１００】
　[0085]　図４および図８の機能ブロックおよびモジュールは、プロセッサ、電子デバイ
ス、ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、フ
ァームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得る。
【０１０１】
　[0086]　さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実施され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、概してそれらの機能に関して上記で
説明した。そのような機能がハードウェアとして実施されるか、ソフトウェアとして実施
されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業
者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実施し得るが、そのような実施の
決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。当業者はまた
、本明細書で説明した構成要素、方法、または相互作用の順序あるいは組合せは例にすぎ
ないこと、および本開示の様々な態様の構成要素、方法、または相互作用は、本明細書で
例示し、説明したもの以外の方法で組み合わせられるかまたは行われ得ることを容易に認
識されよう。
【０１０２】
　[0087]　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を行うように設計されたそれらの任意の組合せを用
いて実施または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替と
して、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ま
たは状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、例
えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア
と連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成と
して実施され得る。
【０１０３】
　[0088]　本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録
商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、また
は当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒
体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができ
るように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得
る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存
在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素とし
て存在し得る。
【０１０４】
　[0089]　１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。ソフトウェアで
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実施される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。コンピュータ可読記憶
媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体で
あり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレー
ジまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形式にある所望
のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コン
ピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒
体を備えることができる。また、接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ得る。例え
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはデジ
タル加入者線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、またはその他のリモートソ
ースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、または
ＤＳＬは、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（
disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー
（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含
み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれるべきである。
【０１０５】
　[0090]　特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙
中で使用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれか
１つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せ
が採用され得ることを意味する。例えば、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含
んでいるものとして表される場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合
せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがあ
る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（例えば、
「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目
の列挙）中で使用される「または」は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも
１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（す
なわち、ＡおよびＢおよびＣ）およびそれらの任意の組合せを意味するような選言的列挙
を示す。
【０１０６】
　[0091]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるよう
にするために提供したものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかにな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の
変形形態に適用され得る。従って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定さ
れるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を
与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別するこ
とと、ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサー
ビスされるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは
複数の送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された
１つまたは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連す
る１次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な前記各仮想セルＩＤを
仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化することと、
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　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサブ
セットを送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの
前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数
のネイバリング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの
最大総数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数までの、および仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数までの仮想セルＩＤの前記セ
ットを識別することを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で行
われる、ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応す
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信クラ
スタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領域
に関連する、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされた
共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別するこ
とと、ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサー
ビスされるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは
複数の送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された
１つまたは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連す
る１次セルＩＤに従って、および前記１次セルＩＤに関連する１つまたは複数のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、送信において使用するために利用可能な前
記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化することと
、
　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサブ
セットを送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ９］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの
前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複
数のネイバリング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソース
の数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別することを含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤ前記グループ化することが、協調通信クラスタおよび１
つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタごとのＣＳＩリソースの前記数に従って、
前記１つまたは複数のサブセットをグループ化することを含む、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースイ
ンデックスに従って識別される、Ｃ８に記載の方法。
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［Ｃ１２］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で
送信される、ダウンリンク共有チャネル通信と、拡張ダウンリンク制御チャネル通信と、
ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とに対応する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信ク
ラスタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領
域に関連する、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされ
た共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１６］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、
ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスさ
れるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の
送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つま
たは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連
する１次セルＩＤに従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブ
セットにグループ化することと、
　　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサ
ブセットを送信することとを行うように構成された、装置。
［Ｃ１７］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤと
の前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複
数のネイバリング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤ
の最大総数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１
つのプロセッサの構成をさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数と仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数
とにわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別するための構成を含む、Ｃ１６に記載の装
置。
［Ｃ１９］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で
行われる、ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応
する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信ク
ラスタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２１］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領
域に関連する、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされ
た共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２３］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、
ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスさ
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れるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の
送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つま
たは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連
する１次セルＩＤに従って、および前記１次セルＩＤに関連する１つまたは複数のチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１
つまたは複数のサブセットにグループ化することと、
　　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサ
ブセットを送信することとを行うように構成された、装置。
［Ｃ２４］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤと
の前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複
数のネイバリング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソース
の数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに
備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セット
を識別するための構成を含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤをグループ化するための前記少なくとも１つのプロセッ
サの前記構成が、協調通信クラスタおよび１つまたは複数のネイバリング協調通信クラス
タごとのＣＳＩリソースの前記数に従って、前記１つまたは複数のサブセットをグループ
化するための構成を含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースイ
ンデックスに従って識別される、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２７］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で
送信される、ダウンリンク共有チャネル通信と、拡張ダウンリンク制御チャネル通信と、
ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とに対応する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信ク
ラスタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領
域に関連する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされ
た共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ２３に記載の装置。
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